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アドバイザー訪問

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」

～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

６月５日（金）、大仙市教育委員会の教育アドバイザーである小笠原晃先生が全校の子
どもたちの勉強の様子を見てくださいました。ずっと笑顔で、子どもたちをかわいがって
見てくださっていました。そして、「いやぁ、子どもたち本当にいいなぁ！」とびっくり
しておられました。
子どもが主役の授業、「たいようの声と笑顔」があふれる授業を目指している令和２年

の成長がどの学級からも感じられました。全国的にも、コロナ対応でまだまだ先が不透明
ですが、着実な一歩を確かめ合うことができました。各学級の授業を紹介します。

１年生 算数 「１０までの数」 指導者・板垣 渉先生、三浦理香先生

１０までの数をいくつといくつに分けて考える授業。
国語の音読でも、毎日元気な声が校長室まで響いて

きます。その元気もりもりな子どもたちが、あるとき
は、じっくりとブロックを使って考えて、その後は、
発表したくて手をピンと伸ばして自己アピールをして
います。
黒板の前に出ても、ものおじしないで、自分の考え

が表現できる１年生に育っています。

２年生 国語 「かたかなひろば」 指導者・藤原 薫先生

教科書の絵を見て、その様子をカタカナで書き表す
勉強。カタカナを見つけて、その動きや様子を自分で
考えて表現するという、考えることが求められるハイ
レベルな勉強でした。
真剣に集中して言葉と向き合った後は、友だちとペ

アで比べ合うことを楽しむ２年生。切り替えが素早く、
今やるべきことにしっかりと集中できていました。
「自分で考えること」「みんなとつくること」が、

とても上手になっていました。

３年生 算数 「わり算」 指導者・高橋英昭先生

分けるわり算と包むわり算のちがいに着目して、わ
り算の意味を考える勉強。
しっかりとめあてを書いて、おはじきを動かしなが

ら「何人に分けられるか」「１人分はいくらか」とい
う分け方のちがいを表現して考えていました。
家庭学習もパワーアップしてきた３年生の、大きな

成長が授業のノートにも、姿勢にもはっきりと見えて
きています。

市教育アドバイザーによる 学校訪問



４年生 算数 「わり算のしかたを考えよう」 指導者・伊藤範子先生

「８０」などの何十の数字をわって，やり方を説明
する勉強。
子どもたちがそれぞれの考えを、図を使ったり、文

で説明したりしながら、ゴールである「自分で説明で
きるようになる」ことに向かって学び合うことができ
ていました。
黒板からも授業の流れがわかりやすいので、全員が

スッキリとしたノートになっています。

５年生 理科 「魚のたんじょう」 指導者・佐々木淳美先生、富樫朋哉先生

メダカのオスとメスの違いを調べて、「たまご」「精
子」と「受精卵」と、誕生について展開していく勉強。
のびのびと自分の考えを発表できるすてきな学級に、

きちんとできる学習規律も備わって、高学年らしい落
ち着きのあるパワーアップを感じました。
名札も付けるし、あいさつもできる！よいことがよ

い成長へとつながっています。
ちなみに、黒板の前にいるのは白衣も似合う淳美先

生です。ドラマに出ていました？

６年生 算数 「分数のかけ算」 指導者・西村浩美先生

分数の「約分」という、小学校算数の大切な山場の
一つともいえる授業。かしこい６年生なので、この山
場も全員がスッキリとクリアーしていました。
そして、問題を解くことも、説明をすることも全部

子どもたちに任せてもらえていました。
我が校のリーダーたちは、授業のときにも自分たち

で考えて進められる、全校のお手本となる、すてきな
６年生ですね。

あゆみ学級 生活単元 「ことばあそびをしよう」 指導者・小野静枝先生

二人がつくったカードを「しりとり」で順番につな
いでいく勉強。
小野先生が意図的？に設定したカベにも動じること

なく、二人がそれぞれていねいに書いた文字で、めあ
てである「しりとり」のゴールに向かっていました。
いつもあゆみ学級にいくと、３人のほのぼのとした

温かな世界に、幸せにしてもらえます。
友だち大好き、先生大好き。そんなハートが楽しい

学校につながっています。

教育アドバイザーからは、次のようなことをほめていただきました

◎先生方と子どもの関係がよく、とてもよい表情で勉強している。
◎授業の質がよくて、ハイレベルな授業ができてきている。
◎オンオフがきちんとしていて、切り替えが早い。
◎学校全体として目指す方向がはっきりとしているので、統一感がある。
◎地域との連携やカリキュラムがとてもよくできている。

コロナ対応で大変な中、先生方が教材の準備をしたり、今年度の方向を形作ることに誠心誠意取
り組んでくれました。正直、通常の春よりも苦しい４月、５月でしたが、そのときのがんばりが６月になっ
て、どんどん花開き始めています。
家庭学習ノートや連絡帳などでも、先生方にもエールを届けてあげてください。


